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令和６年度～ 茅ヶ崎市自立支援協議会 【事業所間交流・情報発信】 

1．部会のテーマ・概要 

 

 

 

 

 

2．部会の構成員 

 

 

【関係機関の連携強化】 

近年、市内に新規の事業所が多く開設されてきていますが、コロナ禍だったこともあり、事業

所間・行政機関・当事者団体等との情報交換・連携が充分に行われていない状況があります。

自立支援協議会がこれまで以上に有効に機能できる環境整備として、各種関係機関の交流・連

携を図ることができるよう、仕組みの再検討を行います。 

【情報発信の工夫】 

また、障がい福祉計画のアンケート等でも、情報の伝わりにくさや不足感が伺われます。当事

者や関係機関への情報発信の方法・仕組みについても話し合い、有効な方法を探ります。 

・茅ヶ崎市障害者施設連絡会 （１名） 

・茅ヶ崎市地域作業所連絡会 （１名） 

・茅ヶ崎市・寒川町ホーム連絡会（１名） 

・茅ヶ崎市・寒川町居宅介護事業所連絡会（１名） 

・茅ヶ崎市・寒川町障害児者通所事業所連絡会（２名） 

：可能でしたら、放課後等デイサービス事業所１名・日中一時支援事業所１名 

・茅ケ崎市相談支援事業所連絡会（１名） 

・当事者（２名） 

・茅ケ崎市障害者団体連絡会（２名） 

・茅ヶ崎市障がい福祉課（１名） 

 


